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欠になるような学習活動の工夫をグループ作

りとともに行うことが対話の深まりに必要だ

と考える。 

３３．．質質問問のの量量とと質質をを高高めめるるリリフフレレククシショョンンタタイイムム  

（（１１））児児童童とと筆筆者者のの「「よよいい対対話話」」認認識識のの相相違違  

 本研究の事例からは筆者が目指す「よい対

話」と児童が実感する「よい話し合い」には

相違があることが明らかになった（表２）。 

視点 筆者のよい対話 児童のよい話し合い 

特徴 根拠を問う 

建設的検討 

共感的な批判 

合意形成 

折衷案 

進行の効率 

大事な点 内省を含む 順調である 

性質 思考の深化 関係の維持 

表表２２  実実践践かからら考考ええるる対対話話のの捉捉ええのの比比較較   
 児童は「みんなが納得する」ことを望み「対

立」を避けていた。それは協働的に学ぶ上で

は重要なことである。この児童の思いを認め

ながら「関係を大切にする対話」という段階

から「建設的な対話」に進む必要がある。し

かし、意見を批判するだけでは対話とは言え

ない。現状の対話からのステップアップには

本実践で見られた児童間の共感的な応答を支

えとして共感的に批判するモデルを教師が示

し、自分や他者のそれぞれの思いを通すので

はなく共同で納得する学習が必要だと考える。 

（（２２））対対話話のの質質のの変変容容ののププロロセセスス  

 本実践ではリフレクションタイムと探究タ

イムを取り入れ質問の量と質の変容を目指し

た。しかし、事例からはこれらを導入するだ

けで質問の量や質が変化するのではなく、他

者からの温かい応答があることで質問が繋が

ることや、形式的な質問だけでは応答が起こ

りにくいことも見えてきた。話し合いの初期

には質問に対して全員が発言する形態は発言

の機会を保障するが、型を守ることで対話の

目的が薄れていったため、一定程度児童が身

に付けた段階で対話の目的に絞って自由に対

話させることが大切だと考える。実践ではこ

の段階でのより高度な批判的な問いが生まれ

ることはなかったが、「自分のための問い」を

安全にできる関係は、今後共感的に批判をす

る時に出会うであろう自分の内面をさらすリ

スクの低減に繋がると考える。 

２２．．今今後後のの課課題題  

本研究の事例では、特徴的な様子が見られ

た児童を取り上げて検討を重ねていった。し

たがってその他の児童や異なる児童間関係の

中では今回とは異なる様相を呈することも考

えらえる。今回明らかになったことが他の学

習集団の中でも起こるのかは検討が必要であ

る。 

また今回は共感的な批判を含む対話を起こ

すことはできなかった。今回の対話を土台と

して対話が深化するプロセスについては今後

の課題としたい。 
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生生徒徒がが英英語語科科ででのの学学習習をを自自分分事事ととししてて捉捉ええるるよよううににななるる授授業業実実践践          

――英英語語のの歌歌詞詞ににつついいてて生生徒徒がが自自ららのの問問いいをを生生みみ出出すす学学習習デデザザイインン――  
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金沢大学大学院教職実践研究科 

 

【【概概要要】】本実践研究は、中学校外国語科の授業において、英語で書かれた楽曲の内容につ

いて生徒自ら問いを生み出す学習デザインを導入し、生徒の内面に働きかけることで、生

徒が英語学習に主体的に取り組めるようになることを目的とする。具体的な実践としては、

帯活動として問いを創る活動とその答えを考える活動を、改善を重ねながら、個人・ペア・

グループ・一斉の形態で生徒に取り組ませた。授業デザインの有効性の検証は、授業中の

生徒の様子を撮影した映像や振り返りの記述、授業後のインタビュー等を分析して行った。

その結果、２つのことが明らかになった。１つ目は、自ら問いを創らせることによって、

学習に対する意欲の向上が見られる。２つ目は、すでに答えのある問いよりも多様な答え

が生まれる問いが、意欲と関係するということである。この活動では、教師がヒントとし

て発する問いが生徒の作る問いの「型」となってしまい、自由な発想を妨げるケースが課

題として挙げられる。今後、多様な問いを生徒が生み出せるようにするために、足場かけ

となる教師の問いを工夫する必要があることも分かった。  

 

ⅠⅠ  問問題題とと目目的的  

１１．．問問題題 

（（１１））授授業業のの問問題題点点  

中学校の英語科では、新学習指導要領の全

面実施により、2021 年から「学ぶ単語数や文

法事項の増加」という大きな変化があった。

このような変化に伴って生じる生徒の英語学

習に対する負担感を低減させるために、生徒

が興味・関心を抱ける授業実践をしていく必

要があると考えた。また、英語科の授業への

抵抗を持つ生徒は依然として少なくないこ

と、生徒が英語の授業を受ける必要性を感じ

ておらず、英語の学習やその内容を自分事と

して捉えていないことが、勤務校で 2023 年度

に実施した授業アンケートで分かった。 

筆者はこれまでの実践として、生徒が学校

で学ぶからこそできる他者との関わりの中

で、あるトピックについて意見交換をしたり、

議論を交わしたりする内容の授業を展開して

きた。さらには、授業で英語の楽曲を取り入

れたり、映画、ドラマ、CM 等の媒体を活用

した授業を展開したりすることで、生徒の「何

を言っているのか知りたい」という気持ちが

喚起され、学習に対する様子が変わっていく

ように感じた。これらの実践の中でも、筆者

はとりわけ英語の楽曲を取り入れた授業に力

をいれて生徒の変容を感じてきた。そのこと

は、2023 年度の３学期に実施した授業アンケ

ートの結果からもうかがえる。「ペア・グルー

プ活動で楽曲分析を行う活動（詳細は後述）

を通して自分の英語学習へのモチベーション

が向上した」の項目において 93％の生徒が

「そう思う」と回答した。記述式アンケート

では、「グループやペアで意見や考えを交換す

る活動を通して得られるものが多い」という

回答が複数あった。 

 

− 51 −

生徒が英語科での学習を自分事として捉えるようになる授業実践
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（（２２））楽楽曲曲導導入入にに関関すするる先先行行研研究究  

先に述べたように、筆者はとりわけ英語の

楽曲を取り入れ、歌詞を自分なりに解釈した

り、その歌詞の音声変化に焦点を当てて指導

をしたりする授業に力をいれてきた。先行研

究 に お い て は 、 英 語 の 歌 が “authentic 
materials”を提供し、学習動機を高めると、
Saricoban & Metin（2000）は次のように主
張している。 

 

歌は、対象文化への新たな洞察を与えてく

れます。歌は、文化的なテーマを効果的に

提示する手段です。本物のテキストを提供

するため、学習意欲を高めます。歌を通し

て、言語のアクセント、リズム、イントネ

ーションといった韻律的特徴が提示される

ため、歌を用いることで、構造的な要素の

集合に分割されていた言語が、再びひとつ

のまとまりを持つようになります（中略）

歌は学習者を楽しませ、リラックスさせ、

学習構造を学習または練習する際に、学習

に対する生徒の消極的な態度を解消する効

果があります。歌は、生徒のリアリティと

文脈を提供することで、文法事項をより理

解しやすく、容易にします。語学教師であ

る私たちにとって、歌を使うことは大きな

メリットとなります。なぜなら、私たちの

関心事は、生徒のモチベーションを高め、

授業中に彼らの注意を最大限に引き付ける

ことだからです（pp.1-3）。 

 

また、強勢・リズム・抑揚といった英語の

音声面の特徴を学習できるため、有効な英語

学習教材だとも筆者は考えている。 

（（３３））解解決決すすべべきき課課題題  

前述のアンケート結果には「ペア・グルー

プ活動」という学習形態が関係しているが、

別のアンケートの「（楽曲を扱う）題材に対し

て興味・関心を持つことができた」の項目で

は 89％の生徒が「そう思う」と解答していた。

それにもかかわらず、実際は、授業に臨む姿

勢が受け身になっている者がいたり、楽曲分

析における導入部において、漫然と楽曲を聞

いていたりする生徒が見受けられた。このこ

とから、単に楽曲を取り入れただけでは、生

徒の自発的な学習意欲が生まれないのではな

いかと考えた。 

（（４４））楽楽曲曲をを自自分分事事ににすするるたためめのの先先行行研研究究  

こうした問題を解決するために、活動を単

なる楽曲分析で終わるのではなく、もっと自

分に関係するもの（＝自分事）として生徒に

関わらせるような仕掛けが必要である。そこ

で、英語で書かれた楽曲の内容を生徒が自分

に関係があるものとして考えられるような、

生徒が問いを自ら生み出す学習をデザインし

たい。Leslie（2022）は問いかけという行動
について、以下のように述べている。  

 

ハーバード大学の教育学教授のポール・ハ

リスは、子どもの問いに関する研究をして

いる。彼はデータに基づいて計算した結果、

子どもは二歳から五歳のあいだに「説明を

求める」質問を計四万回行うと推定してい

る。「途方もない数です」と彼は言う。「こ

れは、問いかけという行動が認知能力を発

達させる重要な鍵であることを示唆してい

ます」（p.85）。 

 

子どもは自らの意思で楽曲の内容を探究し、

何らかの答えを見つけようとすれば、そのこ

とが好奇心や英語学習への意欲を高めること

になる。従来の方法である、教師からの発問

で進める「与えられた問い」に答える場合、

すでに決まった答えがある。「与えられた問い」

に答えるだけでは、生徒は題材が自分に関係

があるものとして捉えにくい。そこで、生徒

自らが学びの主体となり、自分に問いかけ、

友人にも問いかけながら、考えを深めていこ

うとするようになることを目指し、すでに答

えのある課題ではなく、答えのない課題につ
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いて、自ら問いを立てながら、そのことにつ

いて、考える力をつけていってほしいと考え

るに至った。 

２２．．本本研研究究のの目目的的  

英語の楽曲内容と生徒の内面を結びつける

ことを促し、生徒が自ら問いを生み出す学習

を通して、英語学習への主体的な取組を促進

する方策を探る。具体的には、次の２つの研

究課題を設定した。 

（１）研究課題１ 

楽曲分析の段階で、生徒自らが問いをつ

くることで、生徒の学習に対する意識は、

受動的なものから能動的なものへと変化す

るのか。 

（２）研究課題２ 

問いをつくることで意欲が向上している

生徒については、どのような問いが意欲と

関係するのか。 

 

ⅡⅡ  研研究究方方法法 

１１．．研研究究対対象象  

（（１１））対対象象生生徒徒  

石川県内の公立中学校 第２学年１学級の

生徒 34 人を対象に実践を行った。 

（（２２））抽抽出出生生徒徒  

楽曲への関心と、授業への意欲という観点

から、４名の生徒を抽出した。 

生徒Ａ：英語の楽曲に強い関心を持ち、英語

の授業では、挙手して発言する等、意欲的に

学習に取り組んでいる。成績は上位に位置し、

授業中は自分の考えを持ち、それを周りに広

げようと積極的にペア・班活動で発言をして

いる。 

生徒Ｂ：英語の楽曲に関心を持ち、英語の授

業にはある程度意欲を持って取り組んでいる。

成績は中位に位置し、自らの考えをしっかり

と記述したり発表したりする傾向がある。 

生徒Ｃ：英語の楽曲に関心を持っていないが、

英語の授業に積極的に参加する様子は見られ

る。成績は中位に位置する。分からないこと

を質問したり、新たに浮かんだ疑問を周りに

広げたりすることができる。 

生徒Ｄ：英語の楽曲に関心を持っていない。

また、英語の授業に積極的に参加する様子は

見られない。成績は下位に位置するが、授業

中に自分の考えをゆっくり検討してワークシ

ートに記述をする様子が見られる。 

なお、生徒Ａ、生徒Ｂは積極的に英語の楽

曲のリクエストをする傾向にあるが、生徒Ｃ、

生徒Ｄは英語の楽曲のリクエストを今年度１

回もしていない。 

２２．．研研究究計計画画  

（（１１））研研究究期期間間  

2025 年 ４月１日～ 2026 年 １月 31 日 

準 備：４月 生徒の実態調査 

実践Ⅰ：４月～６月 

実践Ⅱ：７月～11 月 

（（２２））研研究究デデーータタのの収収集集方方法法  

本研究では、以下の方法によりデータを収

集した。 

①実際に授業をした際の生徒の様子の映像

を録画する（観察ののち必要に応じてイ

ンタビューを実施する） 

②授業者が授業を行ったのち、生徒に振り

返りを書かせる 

③日々の担任と生徒の間で行われる連絡帳

でのやりとりの内容もデータとして活用

する 

（（３３））授授業業デデザザイインンのの方方策策  

アア．．楽楽曲曲をを取取りり入入れれたた授授業業のの概概要要  

英語の楽曲を取り入れた授業を、a.楽曲導

入 b.表現の理解 c.楽曲の内容理解・分析・

解釈 d.歌唱練習 e.楽曲研究（楽曲の分析

結果の発表）の流れで展開した。 

楽曲は通常の授業の冒頭で帯活動として扱

った。そのため、a〜e は、すべてを１時間の

授業の中で行うのではなく、数時間をかけて

行った。 

この実践を行う前から行っている帯活動に

おける「a.楽曲導入」では、主に教師からの

− 52 − − 53 −
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（（２２））楽楽曲曲導導入入にに関関すするる先先行行研研究究  

先に述べたように、筆者はとりわけ英語の

楽曲を取り入れ、歌詞を自分なりに解釈した

り、その歌詞の音声変化に焦点を当てて指導

をしたりする授業に力をいれてきた。先行研

究 に お い て は 、 英 語 の 歌 が “authentic 
materials”を提供し、学習動機を高めると、
Saricoban & Metin（2000）は次のように主
張している。 

 

歌は、対象文化への新たな洞察を与えてく

れます。歌は、文化的なテーマを効果的に

提示する手段です。本物のテキストを提供

するため、学習意欲を高めます。歌を通し

て、言語のアクセント、リズム、イントネ

ーションといった韻律的特徴が提示される

ため、歌を用いることで、構造的な要素の

集合に分割されていた言語が、再びひとつ

のまとまりを持つようになります（中略）

歌は学習者を楽しませ、リラックスさせ、

学習構造を学習または練習する際に、学習

に対する生徒の消極的な態度を解消する効

果があります。歌は、生徒のリアリティと

文脈を提供することで、文法事項をより理

解しやすく、容易にします。語学教師であ

る私たちにとって、歌を使うことは大きな

メリットとなります。なぜなら、私たちの

関心事は、生徒のモチベーションを高め、

授業中に彼らの注意を最大限に引き付ける

ことだからです（pp.1-3）。 

 

また、強勢・リズム・抑揚といった英語の

音声面の特徴を学習できるため、有効な英語

学習教材だとも筆者は考えている。 

（（３３））解解決決すすべべきき課課題題  

前述のアンケート結果には「ペア・グルー

プ活動」という学習形態が関係しているが、

別のアンケートの「（楽曲を扱う）題材に対し

て興味・関心を持つことができた」の項目で

は 89％の生徒が「そう思う」と解答していた。

それにもかかわらず、実際は、授業に臨む姿

勢が受け身になっている者がいたり、楽曲分

析における導入部において、漫然と楽曲を聞

いていたりする生徒が見受けられた。このこ

とから、単に楽曲を取り入れただけでは、生

徒の自発的な学習意欲が生まれないのではな

いかと考えた。 

（（４４））楽楽曲曲をを自自分分事事ににすするるたためめのの先先行行研研究究  

こうした問題を解決するために、活動を単

なる楽曲分析で終わるのではなく、もっと自

分に関係するもの（＝自分事）として生徒に

関わらせるような仕掛けが必要である。そこ

で、英語で書かれた楽曲の内容を生徒が自分

に関係があるものとして考えられるような、

生徒が問いを自ら生み出す学習をデザインし

たい。Leslie（2022）は問いかけという行動
について、以下のように述べている。  

 

ハーバード大学の教育学教授のポール・ハ

リスは、子どもの問いに関する研究をして

いる。彼はデータに基づいて計算した結果、

子どもは二歳から五歳のあいだに「説明を

求める」質問を計四万回行うと推定してい

る。「途方もない数です」と彼は言う。「こ

れは、問いかけという行動が認知能力を発

達させる重要な鍵であることを示唆してい

ます」（p.85）。 

 

子どもは自らの意思で楽曲の内容を探究し、

何らかの答えを見つけようとすれば、そのこ

とが好奇心や英語学習への意欲を高めること

になる。従来の方法である、教師からの発問

で進める「与えられた問い」に答える場合、

すでに決まった答えがある。「与えられた問い」

に答えるだけでは、生徒は題材が自分に関係

があるものとして捉えにくい。そこで、生徒

自らが学びの主体となり、自分に問いかけ、

友人にも問いかけながら、考えを深めていこ

うとするようになることを目指し、すでに答

えのある課題ではなく、答えのない課題につ
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いて、自ら問いを立てながら、そのことにつ

いて、考える力をつけていってほしいと考え

るに至った。 

２２．．本本研研究究のの目目的的  

英語の楽曲内容と生徒の内面を結びつける

ことを促し、生徒が自ら問いを生み出す学習

を通して、英語学習への主体的な取組を促進

する方策を探る。具体的には、次の２つの研

究課題を設定した。 

（１）研究課題１ 

楽曲分析の段階で、生徒自らが問いをつ

くることで、生徒の学習に対する意識は、

受動的なものから能動的なものへと変化す

るのか。 

（２）研究課題２ 

問いをつくることで意欲が向上している

生徒については、どのような問いが意欲と

関係するのか。 

 

ⅡⅡ  研研究究方方法法 

１１．．研研究究対対象象  

（（１１））対対象象生生徒徒  

石川県内の公立中学校 第２学年１学級の

生徒 34 人を対象に実践を行った。 

（（２２））抽抽出出生生徒徒  

楽曲への関心と、授業への意欲という観点

から、４名の生徒を抽出した。 

生徒Ａ：英語の楽曲に強い関心を持ち、英語

の授業では、挙手して発言する等、意欲的に

学習に取り組んでいる。成績は上位に位置し、

授業中は自分の考えを持ち、それを周りに広

げようと積極的にペア・班活動で発言をして

いる。 

生徒Ｂ：英語の楽曲に関心を持ち、英語の授

業にはある程度意欲を持って取り組んでいる。

成績は中位に位置し、自らの考えをしっかり

と記述したり発表したりする傾向がある。 

生徒Ｃ：英語の楽曲に関心を持っていないが、

英語の授業に積極的に参加する様子は見られ

る。成績は中位に位置する。分からないこと

を質問したり、新たに浮かんだ疑問を周りに

広げたりすることができる。 

生徒Ｄ：英語の楽曲に関心を持っていない。

また、英語の授業に積極的に参加する様子は

見られない。成績は下位に位置するが、授業

中に自分の考えをゆっくり検討してワークシ

ートに記述をする様子が見られる。 

なお、生徒Ａ、生徒Ｂは積極的に英語の楽

曲のリクエストをする傾向にあるが、生徒Ｃ、

生徒Ｄは英語の楽曲のリクエストを今年度１

回もしていない。 

２２．．研研究究計計画画  

（（１１））研研究究期期間間  

2025 年 ４月１日～ 2026 年 １月 31 日 

準 備：４月 生徒の実態調査 

実践Ⅰ：４月～６月 

実践Ⅱ：７月～11 月 

（（２２））研研究究デデーータタのの収収集集方方法法  

本研究では、以下の方法によりデータを収

集した。 

①実際に授業をした際の生徒の様子の映像

を録画する（観察ののち必要に応じてイ

ンタビューを実施する） 

②授業者が授業を行ったのち、生徒に振り

返りを書かせる 

③日々の担任と生徒の間で行われる連絡帳

でのやりとりの内容もデータとして活用

する 

（（３３））授授業業デデザザイインンのの方方策策  

アア．．楽楽曲曲をを取取りり入入れれたた授授業業のの概概要要  

英語の楽曲を取り入れた授業を、a.楽曲導

入 b.表現の理解 c.楽曲の内容理解・分析・

解釈 d.歌唱練習 e.楽曲研究（楽曲の分析

結果の発表）の流れで展開した。 

楽曲は通常の授業の冒頭で帯活動として扱

った。そのため、a〜e は、すべてを１時間の

授業の中で行うのではなく、数時間をかけて

行った。 

この実践を行う前から行っている帯活動に

おける「a.楽曲導入」では、主に教師からの

− 52 − − 53 −
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発問、すなわち生徒にとっては「与えられた

問い」で展開してきたが、この発問のあり方

を改善していくことが、本実践研究の対象と

なるところである。なお、使用する楽曲は、

年度当初に配布したリクエストカードに生徒

が記入した希望曲を集め、その中から選んだ。 

イイ．．楽楽曲曲導導入入ににおおけけるる６６つつのの段段階階  

①生徒による問い創りの留意点 

英語の楽曲内容と生徒の内面とを結び付け

ることを促すために Rothstein & Santana
（2015）を参考にしながら、生徒が問いを創
る際の方法や、その過程での教師と生徒それ

ぞれの役割について検討した。 

表表１１  質質問問づづくくりりのの７７つつのの段段階階とと教教師師とと生生

徒徒のの役役割割  

Rothstein & Santana（2015）の中では、
高次な３つの思考力として以下のことが挙げ

られている（p.33）。拡散的（発散的）思考と
は、たくさんのアイデアを考えだし、幅広く

創造的に考えることである。収束的思考とは、

答えや結論に向けて、情報やアイデアを分析

したり統合したりすることである。メタ認知

とは、自分が学んだことについて振り返るこ

とである。 

生徒たちが自由にアイデアを出したり、文

章を分析したり、学んでいることを自分のも

のにしたりするためには、これらの３つの思

考力が必要になると筆者は考えた。 

②各段階のイメージ 

楽曲導入では、６つの段階を踏むことで、

生徒が自ら考え、自己決定することができる

ようにする。 

【第１段階】  

教師は問い創りに関する２つの指示を生徒

に確認させる。指示の内容を理解させ、それ

が問い創りにどのように役立つのかを意識さ

せることをねらいとする。本実践では、鹿島・

石黒（2018）を参考に、問いの創り方に関す
る指示を検討し、以下のように生徒たちに紹

介する。 

最初に、できるだけたくさんの問いを創る

という指示である。これは、生徒の自由な発

想や活発な思考を促すためのものである。拡

散的（発散的）思考を繰り返すことで、たく

さんのアイデアを考えだし、幅広く創造的に

考える力を育む。 

次に、他者の問いについて評価したり、答

えたりしないという指示である。まずは問い

を創り出すことが求められるので、その問い

の答えに関して延々と考えたり話し合いをし

ない。問いを創ることに集中してその問いに

答えないことで、生徒たちにとって価値の低

い問いへの話し合いには時間を費やさないよ

うにする。 

なお、すべての声を尊重するために、生徒

の問いは発言のとおりに教師が黒板等に書き

出すようにする。問いを発言のとおりに書き

出すことで、教師が意図的に生徒に代わって

考えてしまっていることがないように、出さ

れた問いを尊重し、正当性を持たせる。そし

て、問いを創った生徒の自信を高めることに

もなる。そうすることで、自分たちこそが問

いを考えたのだという意識を生徒たちに持た

せ、みんなの声に価値があることを認めさせ

ることができる。 

問いを創る授業の指示の確認は、まず個人

で１分間行い、その後、班で２分間行う。 

初回のみ、問いを創る授業の指示について

教師の役割 生徒の役割 生徒が身につける思考力

質問の焦点
質問づくりを使うにあたっての目標
を設定し、質問の焦点を考える。

なし なし

ルールを紹介す
る

質問を出す際のルールを紹介し、全
体を進行する。

ルールを使う際の難しさについて話
し合う。

メタ認知思考ールールを守る際の
難しさについて互いの考えを話し
合う。

質問を出す
生徒たちにやり方を説明し、質問の
焦点を提示し、やり取りを観察しな
がら、必要に応じてサポートする。

小グループになって、質問の焦点か
ら思い浮かぶ質問を出し合う。

発散思考ールールに基づいて、で
きるだけたくさんの多様な質問を
出す。

質問を改善する
閉じた質問と開いた質問を簡単に説
明し、それらを相互に変換する際の
やり取りを見守り、サポートする。

閉じた質問と開いた質問、それぞれ
の長所と短所を出し合ったうえで、
交互に質問を書き換える。

メタ認知思考ー必要な情報を得る
ために、異なる種類の質問の目的
と使い道について考える。
収束思考ー探求をより効果的なも
のにするために、質問を書き換え
る練習をする。

質問に優先順位
をつける

生徒たちにやり方を説明し、やり取
りを観察しながら、必要に応じてサ
ポートする。

出された質問を比較し、評価し、話
し合って、最も重要な三つの質問を
選び出す。選んだ理由も言えるよう
にする。

収束思考ー出されたすべての質問
を分析、比較、評価して、三つの
質問を選び出す。

次のステップ
質問の使い方についてのやり方を指
導する。

その質問を使って、教師が設定した
目標を達成する計画を立てる。

収束思考ー学習目標に合致した質
問の使い方を検討する。

振り返り 振り返りのプロセスを進行する。

学んだことは何か？　どのようにし
て学んだか？　今は何を知ってい
て、それについてどう感じている
か？　学んだことをどのように応用
できそうか？　について話し合う。

メタ認知思考および収束思考ー自
分達の考えたことや学んだことに
ついて振り返る。と同時に、自分
たの出発点と比較し、今いる到達
点についても考える。
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生徒同士で確認する時間を設ける。初回以降

は第１段階における指示の確認を省略する。 

 

【第２段階】   

教師が楽曲のタイトルや楽曲に関連する写

真を黒板に提示し、曲の特徴や歌詞の意味を

理解するヒントとなる発問を生徒に与える。 

例  

What is the topic of this song?  
Who is the main character in this story? 
What are they talking about? 
 

【第３段階】 

教師から提示された題材と発問をもとに、

生徒が自ら問いを創る。まず個人で２分間問

いを考えた後、班で３分間、それぞれが創っ

た問いを確認する。 

例  

How old is the main character? 
Why do you think so? 
Is this song a happy ending?  
Tell me the reason. Why is she smiling? 

 

【第４段階】 

特に取り上げたいと思う問いを選ぶ。まず

個人で１分間考え、問いを１つ選択する。そ

の後、３分間で班内の意見を共有・整理し、

班として問いを１つに絞る。 

ここで各班から出た問いを１つに絞る理由

は、限られた帯活動の時間内に取り組む必要

があるからである。 

 

【第５段階】 

創った問いを使って楽曲について深く考え

る。まず、個人で２分間考えた後、班で３分

間意見を共有し、班の考えをまとめる。次に、

各班がまとめた問いをクラス全体に発表し、

その中からクラス全員で考える問いを１つ選

ぶ。その後、クラス全体で選んだ問いに対す

る答えを考える。 

【第６段階】 

学習のまとめおよび問い創りの振り返りと

して、この授業を通して感じたことや生徒自

身の変容についてワークシートに記入する。 

全体を通して、たくさんのアイデアを考え

だし、幅広く創造的に考える拡散的（発散的）

思考、答えや結論に向けて、情報やアイデア

を分析したり統合したりする収束的思考、自

分が学んだことについて振り返るメタ認知の

３つを繰り返していく。 

 

ⅢⅢ  実実践践経経過過  

１１．．実実践践ⅠⅠ：：４４月月～～６６月月 

（（１１））楽楽曲曲のの選選定定  

４月の授業開きで、英語の楽曲のリクエス

トを募ると伝えた。授業で使用する楽曲は、

リクエストカードで生徒から希望を受けたも

のの中から選んだ。既習事項の単語や文法と

の兼ね合いを考え、主に、生徒にとって既知

の情報を基に歌詞の内容を推測しやすいもの

を選択した。  
（（２２））主主にに教教師師かかららのの発発問問でで進進めめるる  

４月から６月の期間は、帯活動として楽曲

を取り扱ったが、生徒が自ら問いを創る学習

活動は行わなかった。楽曲を聞いた後は、教

師からの発問に答える形で授業を展開した。

この期間と生徒が問いを自ら生み出す学習デ

ザインに基づいた授業を実践する期間（７月

～11 月）を比較することで、研究課題１を検

証した。 

具体的な手順としては、まず、教師が歌詞

カードを提示し、基本情報（作曲者、歌手、

語彙についての情報等）を伝えた。その後、

生徒が楽曲の特徴や歌詞の意味を理解する際

に、教師からそれらを理解するためのヒント

となる問いかけをした。それを元に、生徒は

「与えられた問い」に答えた。 

図１は、実際に教師から生徒に提示したヒ

ントとなる問いかけである。 

− 54 − − 55 −
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発問、すなわち生徒にとっては「与えられた

問い」で展開してきたが、この発問のあり方

を改善していくことが、本実践研究の対象と

なるところである。なお、使用する楽曲は、

年度当初に配布したリクエストカードに生徒

が記入した希望曲を集め、その中から選んだ。 

イイ．．楽楽曲曲導導入入ににおおけけるる６６つつのの段段階階  

①生徒による問い創りの留意点 

英語の楽曲内容と生徒の内面とを結び付け

ることを促すために Rothstein & Santana
（2015）を参考にしながら、生徒が問いを創
る際の方法や、その過程での教師と生徒それ

ぞれの役割について検討した。 

表表１１  質質問問づづくくりりのの７７つつのの段段階階とと教教師師とと生生

徒徒のの役役割割  

Rothstein & Santana（2015）の中では、
高次な３つの思考力として以下のことが挙げ

られている（p.33）。拡散的（発散的）思考と
は、たくさんのアイデアを考えだし、幅広く

創造的に考えることである。収束的思考とは、

答えや結論に向けて、情報やアイデアを分析

したり統合したりすることである。メタ認知

とは、自分が学んだことについて振り返るこ

とである。 

生徒たちが自由にアイデアを出したり、文

章を分析したり、学んでいることを自分のも

のにしたりするためには、これらの３つの思

考力が必要になると筆者は考えた。 

②各段階のイメージ 

楽曲導入では、６つの段階を踏むことで、

生徒が自ら考え、自己決定することができる

ようにする。 

【第１段階】  

教師は問い創りに関する２つの指示を生徒

に確認させる。指示の内容を理解させ、それ

が問い創りにどのように役立つのかを意識さ

せることをねらいとする。本実践では、鹿島・

石黒（2018）を参考に、問いの創り方に関す
る指示を検討し、以下のように生徒たちに紹

介する。 

最初に、できるだけたくさんの問いを創る

という指示である。これは、生徒の自由な発

想や活発な思考を促すためのものである。拡

散的（発散的）思考を繰り返すことで、たく

さんのアイデアを考えだし、幅広く創造的に

考える力を育む。 

次に、他者の問いについて評価したり、答

えたりしないという指示である。まずは問い

を創り出すことが求められるので、その問い

の答えに関して延々と考えたり話し合いをし

ない。問いを創ることに集中してその問いに

答えないことで、生徒たちにとって価値の低

い問いへの話し合いには時間を費やさないよ

うにする。 

なお、すべての声を尊重するために、生徒

の問いは発言のとおりに教師が黒板等に書き

出すようにする。問いを発言のとおりに書き

出すことで、教師が意図的に生徒に代わって

考えてしまっていることがないように、出さ

れた問いを尊重し、正当性を持たせる。そし

て、問いを創った生徒の自信を高めることに

もなる。そうすることで、自分たちこそが問

いを考えたのだという意識を生徒たちに持た

せ、みんなの声に価値があることを認めさせ

ることができる。 

問いを創る授業の指示の確認は、まず個人

で１分間行い、その後、班で２分間行う。 

初回のみ、問いを創る授業の指示について

教師の役割 生徒の役割 生徒が身につける思考力

質問の焦点
質問づくりを使うにあたっての目標
を設定し、質問の焦点を考える。

なし なし

ルールを紹介す
る

質問を出す際のルールを紹介し、全
体を進行する。

ルールを使う際の難しさについて話
し合う。

メタ認知思考ールールを守る際の
難しさについて互いの考えを話し
合う。

質問を出す
生徒たちにやり方を説明し、質問の
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出す。
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たの出発点と比較し、今いる到達
点についても考える。
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生徒同士で確認する時間を設ける。初回以降
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【第２段階】   

教師が楽曲のタイトルや楽曲に関連する写
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の後、３分間で班内の意見を共有・整理し、

班として問いを１つに絞る。 
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間意見を共有し、班の考えをまとめる。次に、
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ⅢⅢ  実実践践経経過過  

１１．．実実践践ⅠⅠ：：４４月月～～６６月月 
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（（２２））主主にに教教師師かかららのの発発問問でで進進めめるる  

４月から６月の期間は、帯活動として楽曲

を取り扱ったが、生徒が自ら問いを創る学習

活動は行わなかった。楽曲を聞いた後は、教

師からの発問に答える形で授業を展開した。

この期間と生徒が問いを自ら生み出す学習デ

ザインに基づいた授業を実践する期間（７月
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証した。 

具体的な手順としては、まず、教師が歌詞
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「与えられた問い」に答えた。 

図１は、実際に教師から生徒に提示したヒ

ントとなる問いかけである。 

− 54 − − 55 −

生徒が英語科での学習を自分事として捉えるようになる授業実践
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図図１１  楽楽曲曲のの理理解解ににつつななががるる問問いい  

教師からの発問を受け、それについて生徒

が個人で考えた。最初は What is this song 
about?や What is the mood of the song?とい
う問いに対しての自分の考えを持たせるよう

にした。その後、教師から提示された歌詞の

一部を個人で解釈し、ペアでそれを伝え合っ

た。  
取り扱う楽曲に未習の表現が多い場合は、

歌詞を理解するのに時間がかかる生徒が出て

くる。そこで、生徒の様子を見ながら必要に

応じてヒントを与えた。図２は、歌詞を解釈

するヒントとして、教師から生徒に提示した

ものである。  
図図２２  歌歌詞詞をを解解釈釈すするるたためめののヒヒンントト  

生徒から出た答えは、発表後に教師がまと

めた。その際、教師側の解釈も交えながら、

問いへの答えについての意見交流をした。授

業のルールにある、拡散的（発散的）思考を

繰り返すことを促すために、答えは人の数だ

けあっていいことを伝え、たくさんのアイデ

アを考え出すようにした。図３は、生徒から

出た問いの答えをまとめたものである。生徒

の言葉で英文をまとめ、全員が納得のいくも

のになるようにした。  

図図３３  問問いいのの答答ええををままととめめたたもものの  

２２．．実実践践ⅡⅡ：：７７月月～～1111 月月  

（（１１））生生徒徒のの言言葉葉でで問問いいをを創創るる  

７月～11 月の期間は、４月から帯活動とし

て行っている楽曲導入の方法を改善するため

に、生徒が問いを自ら生み出す学習デザイン

に基づいた授業を実施した。楽曲導入におい

て歌詞カードを提示し、その後、生徒が歌詞

を読み取り問いを作成した。図５は、問いを

創るためのワークシートである。問いを創る

うえで必要となる知識の定着を目的として、

疑問詞を用いた疑問文の作り方に加え、一般

動詞および be 動詞を用いた疑問文の作り方
を確認した。  

図図５５  問問いいをを創創るるワワーーククシシーートト  
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（（２２））問問いいのの作作成成指指導導 

生徒が班の中で問いを１つ選ぶ場面では、

問いを創れなかった生徒も班の中で意見を交

換することで、少しずつ問いを創る要領を得

ていくことを目指した。図６は、生徒が班で

問いを創る場面である。積極的に話し合いが

行われ、分からない語彙や文法があるときに

は互いに教え合う等して確認を行うことがで

きていた。

図図６６ 生生徒徒がが班班でで問問いいをを創創るる場場面面 

（（３３））問問いいにに対対すするる答答ええをを考考ええるる 

創った問いを使って楽曲について深く考え

る場面では、最初は個人で２分、その後班で

３分を使い意見を交流し、最後には班の意見

を１つにまとめた。続いて、班ごとにまとめ

た意見を発表し、創った問いに対する解答を

クラス全体で考えることで、楽曲の解釈をよ

り幅広い視点で行った。班ごとにまとめた意

見を話し合う時間では、例えば、This artist 
is trying to say the importance of 
continuing to take on challenges. What do 
you think about it? という生徒の発言に対
して、別の生徒が I think を使って自分の考
えを伝える活動とした。

個人で考える際に、表現したいことが英語

で書き表せない生徒がいた場合、教師から個

別に答えを考える助けとなるヒントを与える

等、声かけを行った。また、生徒同士のやり

とりの中で、自分の言いたいことを上手く言

い表すことができない生徒がいた。その際は、

形成的評価として何人かの生徒のやりとりを

全体で共有することで、表現方法を学び、新

たな知識とすることができていた。

（（４４））問問いいのの分分類類 

生徒たちが問いを創っていくうえで、自

分の問いがどのようなものなのかを理解させ

るために荘加（2020）を参考に問いのカテゴ
リー分けを授業で行った。問いを分類するこ

とで、自分たちがどのように問いを創ればい

いのか、そして本当に何を知りたいのかを明

確にした。 

表表２２ 問問いいのの分分類類をを示示ししたたもものの 

表２のように、私たちが答えを出そうとす

る問いを「外的な問い」と「内的な問い」に

分類した。大きな違いは、問いが自分の外側

に向いているか、内側に向いているかであ

る。「外的な問い」に答えるには、情報を集め

たり、その情報を処理したりする必要がある。

具体例を挙げると、歌詞の情報から読み取れ

る事実を尋ねたり、その情報を使った予測を

させたりする問いである。一方で「内的な問

い」は、歌詞の中に答えがあるものではない。

答えが目の前にない課題について、自ら問い

を立てるというポイントを意識させた。今回

は、実践である程度問いを創る場面に慣れて

きたころに、TWICE の This Is For という
楽曲で How did you feel when you listened 
to this song?や Do you live positively?とい
う「内的な問い」を立てている生徒の例を挙

げて全体に説明をした。

（（５５））楽楽曲曲導導入入のの意意図図とと段段階階的的なな工工夫夫 

７月～11 月の実践期間は、第１期から第５

期までに分けられる。それぞれの期間は約２

週間であり、各期間に取り扱った楽曲は３曲

である。楽曲導入の順番は、生徒がこれまで

に学習してきたことを踏まえて、生徒の問い

− 56 − − 57 −
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の広がりや深まりが促されることを想定して

決定した。第１期と第２期では、比較的歌詞

の意味がわかりやすく、問いを立てやすいも

のを選んだ。第３期以降では、生徒の発達段

階を踏まえて「内的な問い」が思いつきやす

いと判断できるものを選んだ。表３は、使用

した楽曲のリストである。  

表表３３  使使用用ししたた楽楽曲曲ののリリスストト  

第２期の時点で、生徒全体がある程度問い

を創ることに慣れてきたので、第３期の時点

で、問いの分類について全体に指導をし、生

徒が問いを創るうえで指針となるものを与え

た。  
 

ⅣⅣ  実実践践ⅠⅠのの結結果果とと考考察察  

以下は、実践Ⅰ期間中、授業後の振り返り

で書かせた抽出生徒の記述である。 

図図４４  振振りり返返りりににおおけけるる生生徒徒のの記記述述  

生生徒徒ＡＡ  

生生徒徒ＢＢ  

生生徒徒ＣＣ  

生生徒徒ＤＤ  

 

その他にも、生徒の振り返りには、「家で英

語の曲を聞くようになった」「英語の歌詞の意

味を考えながら洋楽を聞くようになった」等

の、自らが学びの主体となってきていると捉

えることができる記述があった。このように、

英語の楽曲を最初に導入することで、英語を

学んでいくうえでの変化が見られた。その一

方で、授業中に積極的に意見を述べず、自身

の学びが主体的になっていない生徒は一定数

いた。冒頭の解決すべき課題で予想したよう

に、単に楽曲を取り入れただけでは、生徒の

自発的な学習意欲がそれほど生まれないのだ

と推測した。 

 
ⅤⅤ  実実践践ⅡⅡのの結結果果とと考考察察  

研研究究課課題題１１：：生生徒徒のの学学習習にに対対すするる意意識識  

（（１１））生生徒徒がが問問いいをを創創るるここととにによよるる影影響響  

年間を通して授業の最後に全生徒に書かせ

た授業の振り返り記述を集計し、生徒の学習

に対する意欲の変化を調査した。実践Ⅰと実

践Ⅱそれぞれに、授業の振り返りで「今日の

授業で自分が問いについて考えることを通し

て、どの程度英語学習に対する意欲が高まっ

たかを教えてください」という質問をした。

回答の選択肢は「（とても）高まった」「まあ

まあ高まった」「あまり高まらなかった」「高

まらなかった」の４つとし、それぞれを４～

１点で数値化した。実践Ⅰの意欲の高まりに

関する度数分布を表４に、実践Ⅱの意欲の高

まりに関する度数分布を表５に示す。 

表表４４  実実践践ⅠⅠににおおけけるる意意欲欲のの高高ままりりにに関関すす

るる度度数数分分布布（（nn==3344））  

  

表表５５  実実践践ⅡⅡににおおけけるる意意欲欲のの高高ままりりにに関関すす

るる度度数数分分布布（（nn==3344））  
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４月～６月の実践Ⅰには、生徒が自ら問い

を創る活動は行わなかった。一方、７月～11

月の実践Ⅱでは、生徒自らが問いを創る活動

を行った。両実践に共通して、いずれの期に

おいても「高まらなかった」と回答した生徒

が見られなかった点は、いずれの授業実践に

おいても、生徒の学習意欲が一定程度維持さ

れていたことを示していると考えられる。 

一方で、意欲の高まり方には両実践の間で

違いが見られる。実践Ⅰでは、「とても高まっ

た」と回答した生徒数は期によって増減があ

り、第１期から第２期にかけて増加したもの

の、第３期では一時的に減少し、その後再び

増加するという推移を示している。これに対

し、実践Ⅱでは、第１期から第２期にかけて

大きな増加が見られ、その後も各期を通して

比較的高い人数が維持されている。 

特に実践Ⅱでは、後半の期になるにつれて

「とても高まった」と回答する生徒が増加し、

第５期では 25 人に達している。また、「あま

り高まらなかった」と回答した生徒は、第３

期以降見られなくなっており、意欲の高まり

に関する回答が肯定的な方向にまとまる傾向

が見られた。このような傾向は、問いを創る

活動を継続的に取り入れた授業実践におい

て、より顕著に表れている。 

次に、第１期から第５期までのそれぞれの

期間に、生徒全体の意欲がどのように推移し

たのかを分析した。授業の振り返りで「今日

の授業で自分が問いを立てることを通して、

どの程度英語学習に対する意欲が高まったか

を教えてください」という質問をした。回答

の選択肢は「（とても）高まった」「まあまあ

高まった」「あまり高まらなかった」「高まら

なかった」の４つとし、それぞれを４～１点

で数値化した。問いの作成による意欲の高ま

りの項目への回答の平均を表６に、平均の推

移を図７に示す。 

 

 

表表６６  問問いいのの作作成成にによよるる意意欲欲のの高高ままりりのの項項

目目へへのの回回答答のの平平均均（（nn==3344））  

 
 

図図７７  意意欲欲のの高高ままりりにに関関すするる項項目目のの回回答答のの

平平均均（（nn==3344））  

問いを創る実践を行っていくことで、生徒

の意欲は継続的に上昇していることが分か

る。特に、先述したように第１期から第２期

にかけて大きな伸びが見られ、実践Ⅱの第１

期では 34 人中 32 人の生徒が、また第２期で

は 34 人中 33 人の生徒が、問いを立てること

を通して英語学習に対する意欲が「（とても）

高まった」または「まあまあ高まった」と回

答しており、両期ともに「高まらなかった」

と回答した生徒はいなかった。第２期以降も

増加傾向は続いた。第１期から第５期まで下

降が１度もないことから、授業内容、指導法、

学習の達成感等が効果をもたらした可能性が

ある。また、第５期で最も高い値を示してい

るため、この期間の取り組みは、短期的な効

果ではなく、継続的な効果をもたらしている

可能性が示唆される。  
（（２２））問問いいをを創創るるここととでで起起ききたた変変化化①①  

第１期の生徒の振り返りに「問いを創るこ

とがその先にあるから、より深く曲を聴こう

とするようになった」「英語の歌の歌詞の意味

をさらに知りたくなった」という記述が見ら

れた。この時点で、全 34 人の生徒の内、８名

− 58 − − 59 −
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の広がりや深まりが促されることを想定して

決定した。第１期と第２期では、比較的歌詞

の意味がわかりやすく、問いを立てやすいも

のを選んだ。第３期以降では、生徒の発達段

階を踏まえて「内的な問い」が思いつきやす

いと判断できるものを選んだ。表３は、使用

した楽曲のリストである。  

表表３３  使使用用ししたた楽楽曲曲ののリリスストト  

第２期の時点で、生徒全体がある程度問い

を創ることに慣れてきたので、第３期の時点

で、問いの分類について全体に指導をし、生

徒が問いを創るうえで指針となるものを与え

た。  
 

ⅣⅣ  実実践践ⅠⅠのの結結果果とと考考察察  

以下は、実践Ⅰ期間中、授業後の振り返り

で書かせた抽出生徒の記述である。 

図図４４  振振りり返返りりににおおけけるる生生徒徒のの記記述述  

生生徒徒ＡＡ  

生生徒徒ＢＢ  

生生徒徒ＣＣ  

生生徒徒ＤＤ  

 

その他にも、生徒の振り返りには、「家で英

語の曲を聞くようになった」「英語の歌詞の意

味を考えながら洋楽を聞くようになった」等

の、自らが学びの主体となってきていると捉

えることができる記述があった。このように、

英語の楽曲を最初に導入することで、英語を

学んでいくうえでの変化が見られた。その一

方で、授業中に積極的に意見を述べず、自身

の学びが主体的になっていない生徒は一定数

いた。冒頭の解決すべき課題で予想したよう

に、単に楽曲を取り入れただけでは、生徒の

自発的な学習意欲がそれほど生まれないのだ

と推測した。 

 
ⅤⅤ  実実践践ⅡⅡのの結結果果とと考考察察  

研研究究課課題題１１：：生生徒徒のの学学習習にに対対すするる意意識識  

（（１１））生生徒徒がが問問いいをを創創るるここととにによよるる影影響響  

年間を通して授業の最後に全生徒に書かせ

た授業の振り返り記述を集計し、生徒の学習

に対する意欲の変化を調査した。実践Ⅰと実

践Ⅱそれぞれに、授業の振り返りで「今日の

授業で自分が問いについて考えることを通し

て、どの程度英語学習に対する意欲が高まっ

たかを教えてください」という質問をした。

回答の選択肢は「（とても）高まった」「まあ

まあ高まった」「あまり高まらなかった」「高

まらなかった」の４つとし、それぞれを４～

１点で数値化した。実践Ⅰの意欲の高まりに

関する度数分布を表４に、実践Ⅱの意欲の高

まりに関する度数分布を表５に示す。 

表表４４  実実践践ⅠⅠににおおけけるる意意欲欲のの高高ままりりにに関関すす

るる度度数数分分布布（（nn==3344））  

  

表表５５  実実践践ⅡⅡににおおけけるる意意欲欲のの高高ままりりにに関関すす

るる度度数数分分布布（（nn==3344））  
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４月～６月の実践Ⅰには、生徒が自ら問い

を創る活動は行わなかった。一方、７月～11

月の実践Ⅱでは、生徒自らが問いを創る活動

を行った。両実践に共通して、いずれの期に

おいても「高まらなかった」と回答した生徒

が見られなかった点は、いずれの授業実践に

おいても、生徒の学習意欲が一定程度維持さ

れていたことを示していると考えられる。 

一方で、意欲の高まり方には両実践の間で

違いが見られる。実践Ⅰでは、「とても高まっ

た」と回答した生徒数は期によって増減があ

り、第１期から第２期にかけて増加したもの

の、第３期では一時的に減少し、その後再び

増加するという推移を示している。これに対

し、実践Ⅱでは、第１期から第２期にかけて

大きな増加が見られ、その後も各期を通して

比較的高い人数が維持されている。 

特に実践Ⅱでは、後半の期になるにつれて

「とても高まった」と回答する生徒が増加し、

第５期では 25 人に達している。また、「あま

り高まらなかった」と回答した生徒は、第３

期以降見られなくなっており、意欲の高まり

に関する回答が肯定的な方向にまとまる傾向

が見られた。このような傾向は、問いを創る

活動を継続的に取り入れた授業実践におい

て、より顕著に表れている。 

次に、第１期から第５期までのそれぞれの

期間に、生徒全体の意欲がどのように推移し

たのかを分析した。授業の振り返りで「今日

の授業で自分が問いを立てることを通して、

どの程度英語学習に対する意欲が高まったか

を教えてください」という質問をした。回答

の選択肢は「（とても）高まった」「まあまあ

高まった」「あまり高まらなかった」「高まら

なかった」の４つとし、それぞれを４～１点

で数値化した。問いの作成による意欲の高ま

りの項目への回答の平均を表６に、平均の推

移を図７に示す。 

 

 

表表６６  問問いいのの作作成成にによよるる意意欲欲のの高高ままりりのの項項

目目へへのの回回答答のの平平均均（（nn==3344））  

 
 

図図７７  意意欲欲のの高高ままりりにに関関すするる項項目目のの回回答答のの

平平均均（（nn==3344））  

問いを創る実践を行っていくことで、生徒

の意欲は継続的に上昇していることが分か

る。特に、先述したように第１期から第２期

にかけて大きな伸びが見られ、実践Ⅱの第１

期では 34 人中 32 人の生徒が、また第２期で

は 34 人中 33 人の生徒が、問いを立てること

を通して英語学習に対する意欲が「（とても）

高まった」または「まあまあ高まった」と回

答しており、両期ともに「高まらなかった」

と回答した生徒はいなかった。第２期以降も

増加傾向は続いた。第１期から第５期まで下

降が１度もないことから、授業内容、指導法、

学習の達成感等が効果をもたらした可能性が

ある。また、第５期で最も高い値を示してい

るため、この期間の取り組みは、短期的な効

果ではなく、継続的な効果をもたらしている

可能性が示唆される。  
（（２２））問問いいをを創創るるここととでで起起ききたた変変化化①①  

第１期の生徒の振り返りに「問いを創るこ

とがその先にあるから、より深く曲を聴こう

とするようになった」「英語の歌の歌詞の意味

をさらに知りたくなった」という記述が見ら

れた。この時点で、全 34 人の生徒の内、８名

− 58 − − 59 −

生徒が英語科での学習を自分事として捉えるようになる授業実践
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の生徒が問いを創ることで意欲が高まるとい

った内容の記述をしている。表７は、抽出生

徒が第１期に振り返りで記述した内容であ

る。 

表表７７  第第１１期期のの生生徒徒のの振振りり返返りりのの記記述述  

生徒Ａは「より深く曲を聞こうとするよう

になった」と言い、授業後にもさらに曲を聴

いて、理解を深めたいという意欲を示してい

る。問い創りによって理解が深まっただけで

なく、その後の学びを深めようとする姿勢が

強調されている。  
生徒Ｂの記述からは、問い創りに難しさを

感じていることが分かる。ただ、授業の様子

からは、今後さらに学んでいきたいという意

欲も感じられた。生徒Ｂへのインタビューで

は「自分で問いをつくることで学習に対する

変化はありましたか」という質問に対して、

「問いを創るから、深く知りたくなって調べ

るようになりました。よく英語の曲を聞くよ

うになったし、英語の力がついていると思い

ます。でも、問いを英語にするのが難しいで

す。訳が難しいです。表現方法がいつもは主

語・動詞だけど、英語の曲ならではの主語が

ない表現等があることが分かりました」と述

べた。  
生徒Ｃは、問いを創ったことで周りの意見

を聞き、そのことからその曲についてよりよ

く知ることができたと述べている。生徒Ｃへ

のインタビューでは、同様の質問に対し「歌

詞の内容の意味や、なぜこの曲が作られたの

か等、曲について深く知りたくなった」と答

えた。「具体的にどの曲で、どんな変化があっ

たのか」と尋ねると、Panic! At The Disco の
High Hopes について言及し、「この曲を聞い
てすごくポジティブな気持ちになった。作っ

た人がどんな人だったのか、どうやって気持

ちをあげているのかが気になったし、自分で

いろいろ調べた」と述べた。  
生徒Ｄは、分からない単語や語順の入れ替

えによって起こる意味の変化に気づき、日本

語と英語の違いを考えるようになった。イン

タビューでは「英語の歌を聞くたびに、何を

言っているか聞き取れないのはもとより、歌

詞の意味までが分からなかったりしてショッ

クを受けます。でも、聞き取れないのも意味

がわからないのも私の力不足だと思うと、勉

強しようという意欲が湧いてきます。問いを

創ることが始まって、英語の歌を聞くときに

歌詞のことを意識するようになりました」と

述べた。 

これらの結果から、一人一人の生徒が問い

を考えるという行為自体が、意欲を高めるこ

とに関係していると考えた。 

（（３３））問問いいをを創創るるここととでで起起ききたた変変化化②②  

第２期では、図７の生徒の意欲の推移のグ

ラフからも分かるように、意欲の伸び幅はや

や小さくなっている。生徒の振り返りから

は、「問いを創ることで、歌詞の意味を考える

ことができて、その時に文法についても見直

すことができました。サビの歌詞の意味を考

えることで、何を伝えたいのかが分かるよう

になって面白かったです」「普通に自分は洋楽

が好きで、家でいつも聞いているけど、その

知っている曲を学校で聞くのとでは全然違っ

ていて、学校で聞いたほうがなんかより良い

曲に思えてくるし、歌詞の意味が書いていな

くて、自分たちで考えて読解していくのも結

構好きだから、そういうところで授業のやる

気とかが高まっていきました」等の意欲が向

上したと捉えられる振り返りがあった。第２

期全体では、34 人の生徒の内、11 名の生徒が

問いを創ることで意欲が高まるといった内容

の記述をしている。  
第３期では、意欲の下降が無かったものの、

大きな変化は見られなかった。生徒の振り返

11 

りからは、「英語の歌詞の意味を詳しく知るこ

とができて、他の歌の歌詞も知りたいと思う

ようになった」「問いを作ることによって、よ

り英語の歌についての理解が深まる。歌に入

っている単語とか、曲の名前の意味等を調べ

るようになった」等の意欲と関連する振り返

りがあった。第３期全体では、34 人の生徒の

内、12 名の生徒が問いを創ることで意欲が高

まるといった内容の記述をしている。  
第４期では、第３期と同様に大きな変化は

見られなかったものの、生徒の振り返りから

は、「歌詞にある単語の意味は、比喩的な表現

で表されていることがあって、歌詞のまま受

け取らないこともあると知りました。歌詞に

込められている深い意味について興味がでて

きたし、英語の歌で伝えたいことや歌詞の意

味をより知りたくなりました」といった、自

身の学習を振り返り、今後の学習への意欲を

感じさせるものがあった。第４期全体では、

34 人の生徒の内、13 名の生徒が問いを創るこ

とで意欲が高まるといった内容の記述をして

いる。  
第５期では、実践を始めた頃から比べると、

より確かな手応えを感じることができた。生

徒の振り返りからは、34 人の生徒の内、14 人

の生徒が問いを創ることで意欲が高まるとい

った内容の記述をしている。表８は、抽出生

徒が第５期に振り返りで記述した内容であ

る。 

表表８８  第第５５期期のの生生徒徒のの振振りり返返りりのの記記述述  

生徒Ａは、よく考えて問いを創ったうえで、

周りの人の解釈を聞くことで、より考えを深

めている。英語の楽曲に関心を持っていた生

徒Ｂは、洋楽の歌詞の意味を読解することに

さらに関心をもち、今後も、楽曲を丁寧に聞

いていきたいと述べている。英語の楽曲に関

心を持っていなかった生徒Ｃの記述からは、

積極的に言語の構造や意味について探求した

いという姿勢が見られるようになった。生徒

Ｃ同様に、英語の楽曲に関心を持っておらず、

英語の授業に積極的に参加する様子が見られ

なかった生徒Ｄは、特定の単語や表現への理

解の深まりについて述べ、さらに授業で取り

扱ってほしいと述べている。 

授業の回数を重ねていく中で、生徒全体の

振り返りから意欲が高まっていると考えられ

る記述が出てきた。全体として、生徒が授業

を受ける様子からは、問いを創るうえで必要

となる楽曲の歌詞の内容を理解するために、

文法について教師に尋ねたり、見慣れない単

語を自ら調べてワークシートに記述したりし

ている姿が見られた。このことから、実践Ⅰ

と比べて、取り扱った楽曲の意味・内容によ

り関心を持つ生徒が出てきたと捉えた。  

研研究究課課題題２２：：意意欲欲とと関関係係すするる問問いい 

（（１１））問問いいのの分分類類ごごととのの意意欲欲のの高高ままりり  

先に述べたように、問いを創ることで意欲

が向上することが分かった。それでは、どの

ような問いが生徒の意欲と関係するのだろう

か。 

それを調べるために、まず、生徒が創った

問いを「外的な問い」と「内的な問い」に分

類した。そして、問いの分類ごとに、振り返

りでの意欲の高まりへの回答の平均を算出し

た。回答の選択肢は、「（とても）高まった」

「まあまあ高まった」「あまり高まらなかっ

た」「高まらなかった」の４つとし、それぞれ

を４～１で数値化した。表９に問いの分類ご

との意欲の高まりの項目への回答の平均を示

す。 

全体の平均および内的・外的な問いのいず

れにおいても、第１期から第５期にかけて数

値の上昇が見られた。「内的な問い」における

意欲の平均値は、第１期の 3.30 から第５期に

は 3.75 へと上昇しており、期間を通して一定

− 60 − − 61 −
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の生徒が問いを創ることで意欲が高まるとい

った内容の記述をしている。表７は、抽出生

徒が第１期に振り返りで記述した内容であ

る。 

表表７７  第第１１期期のの生生徒徒のの振振りり返返りりのの記記述述  

生徒Ａは「より深く曲を聞こうとするよう

になった」と言い、授業後にもさらに曲を聴

いて、理解を深めたいという意欲を示してい

る。問い創りによって理解が深まっただけで

なく、その後の学びを深めようとする姿勢が

強調されている。  
生徒Ｂの記述からは、問い創りに難しさを

感じていることが分かる。ただ、授業の様子

からは、今後さらに学んでいきたいという意

欲も感じられた。生徒Ｂへのインタビューで

は「自分で問いをつくることで学習に対する

変化はありましたか」という質問に対して、

「問いを創るから、深く知りたくなって調べ

るようになりました。よく英語の曲を聞くよ

うになったし、英語の力がついていると思い

ます。でも、問いを英語にするのが難しいで

す。訳が難しいです。表現方法がいつもは主

語・動詞だけど、英語の曲ならではの主語が

ない表現等があることが分かりました」と述

べた。  
生徒Ｃは、問いを創ったことで周りの意見

を聞き、そのことからその曲についてよりよ

く知ることができたと述べている。生徒Ｃへ

のインタビューでは、同様の質問に対し「歌

詞の内容の意味や、なぜこの曲が作られたの

か等、曲について深く知りたくなった」と答

えた。「具体的にどの曲で、どんな変化があっ

たのか」と尋ねると、Panic! At The Disco の
High Hopes について言及し、「この曲を聞い
てすごくポジティブな気持ちになった。作っ

た人がどんな人だったのか、どうやって気持

ちをあげているのかが気になったし、自分で

いろいろ調べた」と述べた。  
生徒Ｄは、分からない単語や語順の入れ替

えによって起こる意味の変化に気づき、日本

語と英語の違いを考えるようになった。イン

タビューでは「英語の歌を聞くたびに、何を

言っているか聞き取れないのはもとより、歌

詞の意味までが分からなかったりしてショッ

クを受けます。でも、聞き取れないのも意味

がわからないのも私の力不足だと思うと、勉

強しようという意欲が湧いてきます。問いを

創ることが始まって、英語の歌を聞くときに

歌詞のことを意識するようになりました」と

述べた。 

これらの結果から、一人一人の生徒が問い

を考えるという行為自体が、意欲を高めるこ

とに関係していると考えた。 

（（３３））問問いいをを創創るるここととでで起起ききたた変変化化②②  

第２期では、図７の生徒の意欲の推移のグ

ラフからも分かるように、意欲の伸び幅はや

や小さくなっている。生徒の振り返りから

は、「問いを創ることで、歌詞の意味を考える

ことができて、その時に文法についても見直

すことができました。サビの歌詞の意味を考

えることで、何を伝えたいのかが分かるよう

になって面白かったです」「普通に自分は洋楽

が好きで、家でいつも聞いているけど、その

知っている曲を学校で聞くのとでは全然違っ

ていて、学校で聞いたほうがなんかより良い

曲に思えてくるし、歌詞の意味が書いていな

くて、自分たちで考えて読解していくのも結

構好きだから、そういうところで授業のやる

気とかが高まっていきました」等の意欲が向

上したと捉えられる振り返りがあった。第２

期全体では、34 人の生徒の内、11 名の生徒が

問いを創ることで意欲が高まるといった内容

の記述をしている。  
第３期では、意欲の下降が無かったものの、

大きな変化は見られなかった。生徒の振り返
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りからは、「英語の歌詞の意味を詳しく知るこ

とができて、他の歌の歌詞も知りたいと思う

ようになった」「問いを作ることによって、よ

り英語の歌についての理解が深まる。歌に入

っている単語とか、曲の名前の意味等を調べ

るようになった」等の意欲と関連する振り返

りがあった。第３期全体では、34 人の生徒の

内、12 名の生徒が問いを創ることで意欲が高

まるといった内容の記述をしている。  
第４期では、第３期と同様に大きな変化は

見られなかったものの、生徒の振り返りから

は、「歌詞にある単語の意味は、比喩的な表現

で表されていることがあって、歌詞のまま受

け取らないこともあると知りました。歌詞に

込められている深い意味について興味がでて

きたし、英語の歌で伝えたいことや歌詞の意

味をより知りたくなりました」といった、自

身の学習を振り返り、今後の学習への意欲を

感じさせるものがあった。第４期全体では、

34 人の生徒の内、13 名の生徒が問いを創るこ

とで意欲が高まるといった内容の記述をして

いる。  
第５期では、実践を始めた頃から比べると、

より確かな手応えを感じることができた。生

徒の振り返りからは、34 人の生徒の内、14 人

の生徒が問いを創ることで意欲が高まるとい

った内容の記述をしている。表８は、抽出生

徒が第５期に振り返りで記述した内容であ

る。 

表表８８  第第５５期期のの生生徒徒のの振振りり返返りりのの記記述述  

生徒Ａは、よく考えて問いを創ったうえで、

周りの人の解釈を聞くことで、より考えを深

めている。英語の楽曲に関心を持っていた生

徒Ｂは、洋楽の歌詞の意味を読解することに

さらに関心をもち、今後も、楽曲を丁寧に聞

いていきたいと述べている。英語の楽曲に関

心を持っていなかった生徒Ｃの記述からは、

積極的に言語の構造や意味について探求した

いという姿勢が見られるようになった。生徒

Ｃ同様に、英語の楽曲に関心を持っておらず、

英語の授業に積極的に参加する様子が見られ

なかった生徒Ｄは、特定の単語や表現への理

解の深まりについて述べ、さらに授業で取り

扱ってほしいと述べている。 

授業の回数を重ねていく中で、生徒全体の

振り返りから意欲が高まっていると考えられ

る記述が出てきた。全体として、生徒が授業

を受ける様子からは、問いを創るうえで必要

となる楽曲の歌詞の内容を理解するために、

文法について教師に尋ねたり、見慣れない単

語を自ら調べてワークシートに記述したりし

ている姿が見られた。このことから、実践Ⅰ

と比べて、取り扱った楽曲の意味・内容によ

り関心を持つ生徒が出てきたと捉えた。  

研研究究課課題題２２：：意意欲欲とと関関係係すするる問問いい 

（（１１））問問いいのの分分類類ごごととのの意意欲欲のの高高ままりり  

先に述べたように、問いを創ることで意欲

が向上することが分かった。それでは、どの

ような問いが生徒の意欲と関係するのだろう

か。 

それを調べるために、まず、生徒が創った

問いを「外的な問い」と「内的な問い」に分

類した。そして、問いの分類ごとに、振り返

りでの意欲の高まりへの回答の平均を算出し

た。回答の選択肢は、「（とても）高まった」

「まあまあ高まった」「あまり高まらなかっ

た」「高まらなかった」の４つとし、それぞれ

を４～１で数値化した。表９に問いの分類ご

との意欲の高まりの項目への回答の平均を示

す。 

全体の平均および内的・外的な問いのいず

れにおいても、第１期から第５期にかけて数

値の上昇が見られた。「内的な問い」における

意欲の平均値は、第１期の 3.30 から第５期に

は 3.75 へと上昇しており、期間を通して一定

− 60 − − 61 −

生徒が英語科での学習を自分事として捉えるようになる授業実践
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の伸びが見られる。 

表表９９  作作成成ししたた問問いいのの分分類類ごごととのの意意欲欲のの  

高高 まま りり のの 項項 目目 へへ のの 回回 答答 のの 平平 均均

（（nn==3344））  

一方、「外的な問い」においても、平均値は

3.29 から 3.72 へと上昇しており、両者とも

に学習意欲の向上が確認された。しかし、第

１と第５期の平均との差に着目すると、その

伸びの程度は「内的な問い」と「外的な問い」

で大きな差はなく、結果的に意欲の平均値に

明確な差が生じたとは言い難い。また、第２

期および第３期においては、「外的な問い」の

方が「内的な問い」よりも高い意欲を示して

おり、意欲の変化が問いの種類のみによって

一貫して説明できるわけではないことがうか

がえる。これらの結果には、その時期に扱っ

た楽曲の歌詞内容や生徒の興味・関心との親

和性、さらには活動の進め方など、問いの性

質以外の要因が影響している可能性が考えら

れる。 

（（２２））抽抽出出生生徒徒ごごととのの問問いいのの特特徴徴とと意意欲欲ととのの

関関係係  

生徒が創った問いをさらに細かく分析する

ために、抽出生徒の問いをまとめた。表 10 は、

抽出生徒Ａが各楽曲で創った問いの一覧であ

る。 

生徒Ａは第１期で、Why is this song's title 
Daisies? Who is this song for? How can I 
find hope?等、楽曲の題名や歌詞の主題を問
う「外的な問い」を主に創っていた。これら

の問いは、楽曲内容の理解を目的とするもの

であり、生徒自身の経験や内面と直接結びつ

くものではなかった。  
一方、第２期に Taylor Swift の Shake It 

Off を 取 り 扱 っ た 際 に は 、 How to be 
positive?という問いを創っており、歌詞のメ

ッセージを自己の生き方や心情と結びつけて

捉えようとする「内的な問い」へと変化が見

られた。 

表表 1100  生生徒徒ＡＡのの創創っったた問問いい  

さらに、第３期に Taylor Swiftの Anti Hero
を取り扱った際には、What is your anti 
hero?という問いを創っており、楽曲のテーマ
を自己内省へと関連づけた問いが見られた。

生徒 A の意欲の推移を見ると、全期間を通し
て概ね４〜３の範囲で推移しており、意欲は

高めで安定していた。最低値は２であったが、

一時的なものであり、継続的な低下や大きな

落ち込みは確認されなかった。  
生徒が自ら問いを創ることによって一定の

成果は見られた。さらに「問いをつくること

で意欲が向上している生徒については、どの

ような問いが意欲と関係するのか」を検討す

るため、抽出生徒に質問をした。 

以下は、抽出生徒Ａが実践授業第５期まで

を受け終えた後に筆者と話した内容である。

教師側から「今回の『問いを創る学習』を通

して、どんなことを学びましたか」と質問を

した。なお、IC レコーダーでは録音はせず、

その場で筆者がタイピングをして記録したも

のである。 

 

（前略） 

Ａ 問いに対して１つしか答えがないものよ

りも、その人の人生について尋ねるよう

な、答えが多様な問いを創ることができて

勉強になった。もっと問いを創って、考え

を友だちと伝え合いたい。 

Ｔ 問いを創ることについて、やりにくいと感

じた点はありましたか。 

13 

Ａ 問いを創ることについてネガティブなこ

とはない。 

Ｔ 英語の言い回しについて考える問いと、意

味を深く解釈する問いでは、どちらが意欲

は高まりましたか。 

Ａ 英語の言い回しについての問いでは意欲

が高まるし、意味について深く解釈するも

のもためになる。 

Ｔ 「その人の人生について尋ねるような、答

えが多様な問いを創ることができて勉強

になった」と言っていましたが、自分が創

ったどの問いを指しますか。 

Ａ 最初のころ（第１期）に創った How can 
I find hope?と（第２期）How to be 
positive?です。  

Ｔ その問いを創ることで、自分の英語学習

に影響はありましたか。  
Ａ 問いを考えると、その曲を深めたり言葉

を調べたりして、一曲について深く知れ

る。違う国の言語で想像がつきにくいが、

歌ならどの国にもあるし、もっと勉強し

て歌を理解したいと思った。その歌詞の

気になる表現をインターネットで調べて

みた。  
 
生徒Ａは、１つしか答えがないものよりも、

その人の人生について尋ねるような、答えが

多様な問いが勉強になったと述べている。決

まった答えのある「与えられた問い」に答え

る学習よりも、多様な解釈や考えを許容する

問いの方が学びを深めることに気づいてい

る。 また、問いを創る活動は、負担や抵抗と
してではなく、前向きに受け止められている

ことが分かる。最後のやり取りからは、「もっ

と勉強して歌を理解したい」「気になる表現を

インターネットで調べてみた」といったよう

に、問いが学習行動の変化を引き起こしてい

ることが分かる。これらのことから、生徒Ａ

は、「内的な問い」を創ることで、受動的な理

解から、能動的な探究行動へと学習を転換さ

せていると筆者は考えた。表 11 は、抽出生徒

Ｂが各楽曲で創った問いの一覧である。  
表表 1111  生生徒徒ＢＢのの創創っったた問問いい  

生徒Ｂは第４期で Maroon 5 の Sugar を
取り扱った際、What is your sugar?という問
いを創った。この問いは、クラス全体で深め

ていく問いには選ばれなかったものの、グル

ープで問いについて話をする場面で、活発に

この問いについて議論をする生徒Ｂの姿が見

られた。全体として、生徒Ｂの意欲は高め（４

〜３）で安定しており、意欲が継続的に高か

った。この生徒の検証の結果からは、「外的な

問い」と「内的な問い」による大きな意欲の

差は見られなかった。  

以下は、抽出生徒Ｂが実践授業第５期まで

を受け終えた後に筆者と話した内容である。  

 

（前略） 

（上記の質問に対して生徒Ｂはしばらく考え

込んでいたため、再度質問を変えて聞いた） 

Ｔ 問いを創る活動について、やってみてど

んな気持ちでしたか。 

Ｂ 嫌ではないけど難しいです。問いを創っ

て考えていくのが難しいです。分かると

きもあれば分からないときもあるし、意

味がわからないときは…少しでも分から

ないとしっかりと訳したいから。 

Ｔ 授業を通して、何か新しく学んだと感じ

ることはありましたか。また、自分が変

わったという実感はありましたか。 

Ｂ わからない。学んだことがない訳ではな

い。変化したという思いはないかも。実

感ないけど変わったかも。創ることは好

きだけど、何を学んだかはわからないで

− 62 − − 63 −

金沢大学大学院教職実践研究料　実践研究報告書　　第 9号　2025 年度
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の伸びが見られる。 

表表９９  作作成成ししたた問問いいのの分分類類ごごととのの意意欲欲のの  

高高 まま りり のの 項項 目目 へへ のの 回回 答答 のの 平平 均均

（（nn==3344））  

一方、「外的な問い」においても、平均値は

3.29 から 3.72 へと上昇しており、両者とも

に学習意欲の向上が確認された。しかし、第

１と第５期の平均との差に着目すると、その

伸びの程度は「内的な問い」と「外的な問い」

で大きな差はなく、結果的に意欲の平均値に

明確な差が生じたとは言い難い。また、第２

期および第３期においては、「外的な問い」の

方が「内的な問い」よりも高い意欲を示して

おり、意欲の変化が問いの種類のみによって

一貫して説明できるわけではないことがうか

がえる。これらの結果には、その時期に扱っ

た楽曲の歌詞内容や生徒の興味・関心との親

和性、さらには活動の進め方など、問いの性

質以外の要因が影響している可能性が考えら

れる。 

（（２２））抽抽出出生生徒徒ごごととのの問問いいのの特特徴徴とと意意欲欲ととのの

関関係係  

生徒が創った問いをさらに細かく分析する

ために、抽出生徒の問いをまとめた。表 10 は、

抽出生徒Ａが各楽曲で創った問いの一覧であ

る。 

生徒Ａは第１期で、Why is this song's title 
Daisies? Who is this song for? How can I 
find hope?等、楽曲の題名や歌詞の主題を問
う「外的な問い」を主に創っていた。これら

の問いは、楽曲内容の理解を目的とするもの

であり、生徒自身の経験や内面と直接結びつ

くものではなかった。  
一方、第２期に Taylor Swift の Shake It 

Off を 取 り 扱 っ た 際 に は 、 How to be 
positive?という問いを創っており、歌詞のメ

ッセージを自己の生き方や心情と結びつけて

捉えようとする「内的な問い」へと変化が見

られた。 

表表 1100  生生徒徒ＡＡのの創創っったた問問いい  

さらに、第３期に Taylor Swiftの Anti Hero
を取り扱った際には、What is your anti 
hero?という問いを創っており、楽曲のテーマ
を自己内省へと関連づけた問いが見られた。

生徒 A の意欲の推移を見ると、全期間を通し
て概ね４〜３の範囲で推移しており、意欲は

高めで安定していた。最低値は２であったが、

一時的なものであり、継続的な低下や大きな

落ち込みは確認されなかった。  
生徒が自ら問いを創ることによって一定の

成果は見られた。さらに「問いをつくること

で意欲が向上している生徒については、どの

ような問いが意欲と関係するのか」を検討す

るため、抽出生徒に質問をした。 

以下は、抽出生徒Ａが実践授業第５期まで

を受け終えた後に筆者と話した内容である。

教師側から「今回の『問いを創る学習』を通

して、どんなことを学びましたか」と質問を

した。なお、IC レコーダーでは録音はせず、

その場で筆者がタイピングをして記録したも

のである。 

 

（前略） 

Ａ 問いに対して１つしか答えがないものよ

りも、その人の人生について尋ねるよう

な、答えが多様な問いを創ることができて

勉強になった。もっと問いを創って、考え

を友だちと伝え合いたい。 

Ｔ 問いを創ることについて、やりにくいと感

じた点はありましたか。 
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Ａ 問いを創ることについてネガティブなこ

とはない。 

Ｔ 英語の言い回しについて考える問いと、意

味を深く解釈する問いでは、どちらが意欲

は高まりましたか。 

Ａ 英語の言い回しについての問いでは意欲

が高まるし、意味について深く解釈するも

のもためになる。 

Ｔ 「その人の人生について尋ねるような、答

えが多様な問いを創ることができて勉強

になった」と言っていましたが、自分が創

ったどの問いを指しますか。 

Ａ 最初のころ（第１期）に創った How can 
I find hope?と（第２期）How to be 
positive?です。  

Ｔ その問いを創ることで、自分の英語学習

に影響はありましたか。  
Ａ 問いを考えると、その曲を深めたり言葉

を調べたりして、一曲について深く知れ

る。違う国の言語で想像がつきにくいが、

歌ならどの国にもあるし、もっと勉強し

て歌を理解したいと思った。その歌詞の

気になる表現をインターネットで調べて

みた。  
 
生徒Ａは、１つしか答えがないものよりも、

その人の人生について尋ねるような、答えが

多様な問いが勉強になったと述べている。決

まった答えのある「与えられた問い」に答え

る学習よりも、多様な解釈や考えを許容する

問いの方が学びを深めることに気づいてい

る。 また、問いを創る活動は、負担や抵抗と
してではなく、前向きに受け止められている

ことが分かる。最後のやり取りからは、「もっ

と勉強して歌を理解したい」「気になる表現を

インターネットで調べてみた」といったよう

に、問いが学習行動の変化を引き起こしてい

ることが分かる。これらのことから、生徒Ａ

は、「内的な問い」を創ることで、受動的な理

解から、能動的な探究行動へと学習を転換さ

せていると筆者は考えた。表 11 は、抽出生徒

Ｂが各楽曲で創った問いの一覧である。  
表表 1111  生生徒徒ＢＢのの創創っったた問問いい  

生徒Ｂは第４期で Maroon 5 の Sugar を
取り扱った際、What is your sugar?という問
いを創った。この問いは、クラス全体で深め

ていく問いには選ばれなかったものの、グル

ープで問いについて話をする場面で、活発に

この問いについて議論をする生徒Ｂの姿が見

られた。全体として、生徒Ｂの意欲は高め（４

〜３）で安定しており、意欲が継続的に高か

った。この生徒の検証の結果からは、「外的な

問い」と「内的な問い」による大きな意欲の

差は見られなかった。  

以下は、抽出生徒Ｂが実践授業第５期まで

を受け終えた後に筆者と話した内容である。  

 

（前略） 

（上記の質問に対して生徒Ｂはしばらく考え

込んでいたため、再度質問を変えて聞いた） 

Ｔ 問いを創る活動について、やってみてど

んな気持ちでしたか。 

Ｂ 嫌ではないけど難しいです。問いを創っ

て考えていくのが難しいです。分かると

きもあれば分からないときもあるし、意

味がわからないときは…少しでも分から

ないとしっかりと訳したいから。 

Ｔ 授業を通して、何か新しく学んだと感じ

ることはありましたか。また、自分が変

わったという実感はありましたか。 

Ｂ わからない。学んだことがない訳ではな

い。変化したという思いはないかも。実

感ないけど変わったかも。創ることは好

きだけど、何を学んだかはわからないで

− 62 − − 63 −

生徒が英語科での学習を自分事として捉えるようになる授業実践
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す。 

Ｔ 曲の好みによって意欲は変わりました

か。 

Ｂ 好きな曲が出たら歌えるようになりたい

と思ったし、好きになると歌っています。 

Ｔ 自分の英語学習への影響を具体的に教え

てください。  
Ｂ 発音は普通に話すときと違うので、違い

を知ることができて面白いです。初めて

見る表現をたくさん知れて、勉強になり

ます。あと、リクエストした曲を皆が知

っているのかなって考えることがありま

す。授業で好きな曲が流れていることが

嬉しいので。知らない曲ももちろん興味

があるし、たくさん聞きたいです。  
 

生徒Ｂは、問いを創る活動について、「嫌で

はないけど難しい」と述べていることから、

問いを創ることに対する情意面での拒否感は

見られず、継続可能な学習活動であることが

分かる。また、「少しでも分からないとしっか

りと訳したい」と述べていることから、意味

が不明な部分を放置せず、正確に理解しよう

とする姿勢を持っていることが分かる。新し

い表現への関心や、他者の反応を想像する視

点があると読み取れることから、問いを創る

活動が、学習内容の広がりを生んでいると筆

者は捉えた。しかし、これらのやり取りから

は、どのような問いが意欲と関係するのかを

判断することはできなかった。表 12 は、抽出

生徒Ｃが各楽曲で創った問いの一覧である。 

表表 1122  生生徒徒ＣＣのの創創っったた問問いい  

生徒Ｃは第３期で TWICE の This Is For
を取り扱った際、How did you feel when you 

listened to this song?という問いを創った。
第４期の Maroon 5 の Sugar、Diana Ross の
If we hold on together の回にも「内的な問
い」を創っており、グループ活動の際にはい

つも以上に活発に問いについて議論を深める

姿が見られた。  
以下は、抽出生徒Ｃが実践授業第５期まで

を受け終えた後に筆者と話した内容である。  

 

（前略） 

Ｃ 洋楽が結構好きになって、英単語を知る

きっかけになりました。テストにも役立

つのでいいと思います。 

Ｔ 曲の好みによって意欲は変わりました

か。 

Ｃ 問いを創ることで英語自体に興味が出て

くるので、好きな曲でもそうでない曲で

も、意味を知らないまま聞いていた曲の

メッセージを考えるきっかけになりまし

た。 

Ｔ 自分の英語学習への影響を具体的に教え

てください。  
Ｃ （問いを創ることで）その歌を作った人

の気持ちや、なぜこのような歌を作った

のかということを知りたくなりました。

英語の歌詞を訳すことで、和訳の力が少

しついたと思うし、もっと的確な語句を

使えるよう語彙力を向上させたいと思い

ました。 

 
生徒Ｃは、「英語自体に興味が出てくる」と

述べており、問いを創ることが特定の楽曲へ

の関心を超えて、英語という言語そのものへ

の関心につながっていることが分かる。また、

歌の作り手の気持ちや、なぜその歌が作られ

たのかに関心を向けていることから、問いを

創ることで、歌詞を単なる英語教材としてで

はなく、意味や背景をもつ表現として捉える

姿勢が育っている。しかし、これらのやり取

りからは、どのような問いが意欲と関係する

15 

のかを判断することはできなかった。表 13

は、抽出生徒Ｄが各楽曲で創った問いの一覧

である。  

表表 1133  生生徒徒ＤＤのの創創っったた問問いい  

生徒Ｄは第３期の TWICE の This Is For 
で Do you live positively?という問いを創っ
た。第５期の Cyndi Lauper の True Colors 
では、What is your true color like?という問
いを創り、それぞれの授業の振り返りにおい

て、その問いを創ったことで、自分自身がさ

らに楽曲の歌詞を解釈し、曲の意味を追求し

ていきたいという旨の記述をしていた。  
以下は、抽出生徒Ｃが実践授業第５期までを

受け終えた後に筆者と話した内容である。 

（前略） 

Ｄ 自分で問いを創ることは、より歌詞につ

いて深く考えることにつながっていると

思います。しかし、（私の場合）あくまで

一時的な深読みにとどまるため、歌詞に

用いられる文法等を覚えるには至ってい

ません。また、創られる問いに関しても、

作曲年代や作曲理由等、どちらかという

と英語学習と直接的な関連性のないもの

も多く感じます。そういった内容も重要

だとは思います。こういったことを総合

すると、あくまで私個人の現状であるも

のの、自分で問いを創ることが学習に与

えている影響は、ごく小さな範囲に留ま

っていると考えられます。しかし、強調

しておきたいのは、私は問い創りが不要

だとは考えていません。私は忘れっぽく、

音楽に疎いためこのような状況になって

いますが、問い創りをしたことで、その

曲を注意深く聞き、自らの語彙を増やす

人や、その曲に興味を持ち、音楽を使っ

た学習に目覚める人もいるだろうと思い

ます。問い創りが私に与えている影響は

少ないが、可能性のある、興味深い学習

法だと思います。偉そうな言い方ですみ

ません。個人的には、今後も継続して行

ってもらえると嬉しいです。 

 

生徒Ｄは「自分で問いを創ることが学習に

与えている影響は、ごく小さな範囲に留まっ

ている」と述べており、本人の実感から問い

創りが意欲につながってはいないということ

が分かった。しかし、もともと音楽が好きで、

さらに意欲が高まった生徒Ａに対して、英語

の楽曲に関心を持っていなかった生徒Ｄの授

業内外での様子の変容が印象的であった。以

前までは英語の授業に対して前のめりではな

かったが、実践授業を受けた後、生徒Ｄは授

業外の休み時間等に、英語の歌詞の意味や、

その発音についての質問をするようになっ

た。  
 

ⅥⅥ  ままととめめとと今今後後のの課課題題  

（（１１））ままととめめ  

 本研究の目的は、英語の楽曲内容と生徒の

内面を結びつけることを促し、生徒が自ら問

いを生み出す学習を通して、英語学習への主

体的な取り組みを促進する方策を探ることで

あった。 

実践の結果、生徒が自ら問いを創る活動を

継続的に行うことで、英語学習に対する意欲

が全体的に向上し、一定数の生徒の学習に対

する意識は、受動的なものから能動的なもの

へと変化することが明らかになった。特に、

問いを創る活動を行わなかった実践Ⅰと比較

すると、実践Ⅱでは意欲が上昇し、その傾向

が継続的に見られた。このことから、「与えら

れた問い」に答える学習と比べると、「自ら問

いを立てる学習」の方が、生徒の学習意欲の

向上に一定の効果をもたらすと考えられる。 

− 64 − − 65 −
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す。 

Ｔ 曲の好みによって意欲は変わりました

か。 

Ｂ 好きな曲が出たら歌えるようになりたい

と思ったし、好きになると歌っています。 

Ｔ 自分の英語学習への影響を具体的に教え

てください。  
Ｂ 発音は普通に話すときと違うので、違い

を知ることができて面白いです。初めて

見る表現をたくさん知れて、勉強になり

ます。あと、リクエストした曲を皆が知

っているのかなって考えることがありま

す。授業で好きな曲が流れていることが

嬉しいので。知らない曲ももちろん興味

があるし、たくさん聞きたいです。  
 

生徒Ｂは、問いを創る活動について、「嫌で

はないけど難しい」と述べていることから、

問いを創ることに対する情意面での拒否感は

見られず、継続可能な学習活動であることが

分かる。また、「少しでも分からないとしっか

りと訳したい」と述べていることから、意味

が不明な部分を放置せず、正確に理解しよう

とする姿勢を持っていることが分かる。新し

い表現への関心や、他者の反応を想像する視

点があると読み取れることから、問いを創る

活動が、学習内容の広がりを生んでいると筆

者は捉えた。しかし、これらのやり取りから

は、どのような問いが意欲と関係するのかを

判断することはできなかった。表 12 は、抽出

生徒Ｃが各楽曲で創った問いの一覧である。 

表表 1122  生生徒徒ＣＣのの創創っったた問問いい  

生徒Ｃは第３期で TWICE の This Is For
を取り扱った際、How did you feel when you 

listened to this song?という問いを創った。
第４期の Maroon 5 の Sugar、Diana Ross の
If we hold on together の回にも「内的な問
い」を創っており、グループ活動の際にはい

つも以上に活発に問いについて議論を深める

姿が見られた。  
以下は、抽出生徒Ｃが実践授業第５期まで

を受け終えた後に筆者と話した内容である。  

 

（前略） 

Ｃ 洋楽が結構好きになって、英単語を知る

きっかけになりました。テストにも役立

つのでいいと思います。 

Ｔ 曲の好みによって意欲は変わりました

か。 

Ｃ 問いを創ることで英語自体に興味が出て

くるので、好きな曲でもそうでない曲で

も、意味を知らないまま聞いていた曲の

メッセージを考えるきっかけになりまし

た。 

Ｔ 自分の英語学習への影響を具体的に教え

てください。  
Ｃ （問いを創ることで）その歌を作った人

の気持ちや、なぜこのような歌を作った

のかということを知りたくなりました。

英語の歌詞を訳すことで、和訳の力が少

しついたと思うし、もっと的確な語句を

使えるよう語彙力を向上させたいと思い

ました。 

 
生徒Ｃは、「英語自体に興味が出てくる」と

述べており、問いを創ることが特定の楽曲へ

の関心を超えて、英語という言語そのものへ

の関心につながっていることが分かる。また、

歌の作り手の気持ちや、なぜその歌が作られ

たのかに関心を向けていることから、問いを

創ることで、歌詞を単なる英語教材としてで

はなく、意味や背景をもつ表現として捉える

姿勢が育っている。しかし、これらのやり取

りからは、どのような問いが意欲と関係する
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のかを判断することはできなかった。表 13

は、抽出生徒Ｄが各楽曲で創った問いの一覧

である。  

表表 1133  生生徒徒ＤＤのの創創っったた問問いい  

生徒Ｄは第３期の TWICE の This Is For 
で Do you live positively?という問いを創っ
た。第５期の Cyndi Lauper の True Colors 
では、What is your true color like?という問
いを創り、それぞれの授業の振り返りにおい

て、その問いを創ったことで、自分自身がさ

らに楽曲の歌詞を解釈し、曲の意味を追求し

ていきたいという旨の記述をしていた。  
以下は、抽出生徒Ｃが実践授業第５期までを

受け終えた後に筆者と話した内容である。 

（前略） 

Ｄ 自分で問いを創ることは、より歌詞につ

いて深く考えることにつながっていると

思います。しかし、（私の場合）あくまで

一時的な深読みにとどまるため、歌詞に

用いられる文法等を覚えるには至ってい

ません。また、創られる問いに関しても、

作曲年代や作曲理由等、どちらかという

と英語学習と直接的な関連性のないもの

も多く感じます。そういった内容も重要

だとは思います。こういったことを総合

すると、あくまで私個人の現状であるも

のの、自分で問いを創ることが学習に与

えている影響は、ごく小さな範囲に留ま

っていると考えられます。しかし、強調

しておきたいのは、私は問い創りが不要

だとは考えていません。私は忘れっぽく、

音楽に疎いためこのような状況になって

いますが、問い創りをしたことで、その

曲を注意深く聞き、自らの語彙を増やす

人や、その曲に興味を持ち、音楽を使っ

た学習に目覚める人もいるだろうと思い

ます。問い創りが私に与えている影響は

少ないが、可能性のある、興味深い学習

法だと思います。偉そうな言い方ですみ

ません。個人的には、今後も継続して行

ってもらえると嬉しいです。 

 

生徒Ｄは「自分で問いを創ることが学習に

与えている影響は、ごく小さな範囲に留まっ

ている」と述べており、本人の実感から問い

創りが意欲につながってはいないということ

が分かった。しかし、もともと音楽が好きで、

さらに意欲が高まった生徒Ａに対して、英語

の楽曲に関心を持っていなかった生徒Ｄの授

業内外での様子の変容が印象的であった。以

前までは英語の授業に対して前のめりではな

かったが、実践授業を受けた後、生徒Ｄは授

業外の休み時間等に、英語の歌詞の意味や、

その発音についての質問をするようになっ

た。  
 

ⅥⅥ  ままととめめとと今今後後のの課課題題  

（（１１））ままととめめ  

 本研究の目的は、英語の楽曲内容と生徒の

内面を結びつけることを促し、生徒が自ら問

いを生み出す学習を通して、英語学習への主

体的な取り組みを促進する方策を探ることで

あった。 

実践の結果、生徒が自ら問いを創る活動を

継続的に行うことで、英語学習に対する意欲

が全体的に向上し、一定数の生徒の学習に対

する意識は、受動的なものから能動的なもの

へと変化することが明らかになった。特に、

問いを創る活動を行わなかった実践Ⅰと比較

すると、実践Ⅱでは意欲が上昇し、その傾向

が継続的に見られた。このことから、「与えら

れた問い」に答える学習と比べると、「自ら問

いを立てる学習」の方が、生徒の学習意欲の

向上に一定の効果をもたらすと考えられる。 

− 64 − − 65 −
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次に、生徒の意欲と関係する問いの特徴と

して、「内的な問い」の有効性がうかがわれた。

歌詞の事実確認や内容理解にとどまる「外的

な問い」に比べて、生徒自身の価値観や生き

方、感情と結び付く「内的な問い」は、学習

内容を自己の内面と関連付けるきっかけとな

り、より高い意欲の喚起につながっていた。

抽出生徒への質問からも、「内的な問い」を創

った生徒ほど、授業外で歌詞を調べたり、楽

曲を繰り返し聴いたりするなど、能動的な学

習行動へとつなげている様子が見られた。 

しかし、抽出生徒は全体として意欲が安定

して高い傾向にあったことから、「内的な問

い」を創ったことのみが意欲の高さを直接的

に規定したと断定することはできない。楽曲

のテーマや歌詞内容、特定のアーティストへ

の親近感といった要因も、意欲に影響を与え

ていた可能性が考えられる。 

また、生徒全員が問い創りを通して明確な

意欲の高まりを実感しているわけではないこ

とも明らかになった。問いを創ることに難し

さを感じたり、自身の変化を言語化できなか

ったりする生徒もおり、問い創りが生徒に与

える影響には個人差があることが分かった。

しかし、そのような生徒においても、語彙へ

の注目や発音への関心、他者の反応を想像す

る視点など、学習の広がりが生まれている様

子が見られた。 

これらのことから、生徒が自ら問いを生み

出す学習は、生徒の興味・関心を喚起するだ

けでなく、英語学習を自分事として捉え直す

きっかけとなり得ると考えられる。 

（（２２））今今後後のの課課題題  

生徒が自ら問いを生み出す学習は、生徒の

意欲や学習行動に一定の効果をもたらすこと

が示された一方で、課題も明らかになった。

生徒が問いを創る場面で、問いをより創りや

すくするために、教師側からヒントとなる問

いを提示した。その結果、教師が提示した英

文の型にはまってしまい、生徒たちはその例

を元に考える傾向が見られた。生徒の自由な

発想を妨げないためにも、教師からの足場か

けとなる例としての問いの出し方を、今後は

工夫していく必要がある。また、様々な問い

が生徒から出てくることを期待するには、さ

らにこの実践を継続していく必要があると考

える。 
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【【概概要要】】本研究では、中学校の理科授業において生徒が科学的概念を形成し、身の回りの

現象を見つめ直すことができるようになる過程を捉えることを目的とする。そのために、

科学的概念と生活的概念の相互作用に着目した。相互作用を促すために、身の回りの現象

との関連から生徒が立てた「単元を貫く問い」と、教師の投げかける「身の回りの現象と

関連した問い」の２つを軸とした授業をデザインした。これらは、ヴィゴツキー（2001）

の「二重刺激の機能的方法」による実験研究の考察や宮下・加藤（2015）の研究をもとに

している。中学校３年生理科「生命の連続性」単元にて実践し、生徒の記述やインタビュ

ー調査の結果をもとに、科学的概念と生活的概念の発達について分析した。その結果、身

の回りの現象を見つめ直すことができるようになる過程として、科学的概念と生活的概念

の両方が発達し、お互いに相互作用する必要があるということを見出した。「単元を貫く問

い」と「身の回りの現象と関連する問い」は科学的概念や生活的概念の発達に効果がある

と考えられる。生徒が身の回りの現象を見つめ直すことができるようになる過程は、抽象

的であった理科用語に対する具体性が高まり、自身の経験に自覚性が生まれる過程である

ことが分かった。 

 

ⅠⅠ  問問題題とと目目的的  

１１．．問問題題 

文部科学省・国立教育政策研究所（2024）

『 TIMSS2023 の結果（概要）』によると、

TIMSS2023 において、「理科を勉強すると、日

常生活に役立つ」という項目に対し肯定的回

答をした中学生の割合は、国際平均が 81％な

のに対して日本が 72％となっている。（p.６）

また、中学校学習指導要領（平成 29 年告示）

解説理科編には、「国際調査において、日本の

生徒の、理科が「役に立つ」、「楽しい」との

回答が国際平均より低く、理科の好きな子供

が少ない状況を改善する必要がある。」（pp.７

-８）と書かれている。これは、筆者の実感と

も一致する。単元末に「理科の授業で学んだ

ことと、身の回りのことのつながり」につい

て問うと、「分からない」という生徒がいる。

理科で学ぶ知識や技能は、理科のためのもの

であって、身の回りのことと結びついていな

い可能性がある。 

２２．．目目的的  

（（１１））本本研研究究のの目目的的  

本研究の目的は、中学校の理科授業におい

て生徒が科学的概念を形成し、身の回りの現

象を見つめ直すことができるようになる過程

を捉えることである。 

（（２２））リリササーーチチククエエススチチョョンン  

理科の授業において、科学的概念はどのよ

うに形成されるか。さらに、身の回りの現象

を見つめるときにも科学的概念が生かされる

ようにするには、どうすればよいか。 
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